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木
々
、
が
芽
吹
き

新
緑
、
が
一
段
と
美
し

春
風
を
腹
一
ば
い
す
っ

鯉
ノ
ボ
リ
の
姿
、
が
方
コ

で
見
受
け
ら
れ
る

こ
こ
押
原
保
育
園
で

園
児
だ
ち
が
紙
の
鯉

作
り
に
一
生
懸
命
で

役場企画室昭和 52年 5月発行
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般
会
計
九
億
八
千
万
円
に

前
年
度
比
で
六
・
八
%
増

-・ーー・四国.... ・.

報町和昭

本
年
度
予
算
の
総
額
は
九
億
八
千
二
百
六
十
七
万
一
千
円
で
、
昨

年
度
よ
り
六
千
二
百
九
万
円
、
六
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
に
な
り
ま

す。
公
共
事
業
費
を
大
幅
に
増
額
し
ま
し
た
が
、
そ
の
財
源
は
国
の
財

政
と
同
じ
よ
う
に
借
金
に
依
存
し
て
お
り
、
地
方
債
は
一
億
一
千
五

百
六
十
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

小
学
校
増
改
築
計
画

医
大
取
付
道
順
調
に

本
年
度
事
業
計
画
の
主
な
内
容
は

第
一
応
小
学
校
の
増
改
築
工
事
を
実

指
す
る
こ
と
で
す
.
増
築
面
積
九
百

二
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
旧
校
舎

の
改
修
工
事
も
含
め
て
九
千
八
百
四

十
三
万
九
千
円
の
事
業
費
を
見
込
ん

で
居
り
、
十
二
月
迄
K
竣
工
す
る
計

画
で
す
。

次
に
医
大
取
付
道
路
工
事
が
、
昨

年
度
継
続
事
業
と
し
て
、
本
年
度
事

業
費
一
億
一
千
四
百
万
円
、
五
十
三

年
完
成
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

町
営
住
宅
建
設
計
画
は
、
常
永
団
地

内
氏
一
種
住
宅
一
棟
(
二
階
、
六
戸

連
煉
)
事
業
費
三
千
二
百
三
万
一
千

円
を
計
画
、
土
木
事
業
は
舗
装
、
改

良
合
わ
せ
七
千
二
百
万
円
、
地
万
病

護
渠
、
道
川
(
西
条
)
改
修
工
事
は

継
続
事
業
費
一
億
円
を
計
上
、

広
域
行
政
事
務
関
係
の
し
尿
処
理
と

広
域
消
防
は
既
に
活
動
し
て
お
り
、

今
年
度
完
成
と
み
処
理
場
は
、
来
春

早
々
操
業
を
始
め
ま
す
。
こ
れ
等
民

対
す
る
負
担
金
が
合
計
で
六
千
六
百

五
十
五
万
六
千
円
陀
な
り
ま
す
。

そ
の
他
中
学
校
々
庭
に
夜
間
照
明
抱

設
を
七
百
五
十
万
円
で
設
置
、
消
防

自
動
車
老
巧
化
に
と
も
な
い
、
買
換

費
四
百
五
十
万
円
な
ど
で
す
。

以
上
、
大
き
な
事
業
面
K
つ
い
て

の
み
記
し
ま
し
た
が
別
表
の
グ
ラ
フ

を
参
照
し
て
下
さ
い
。

その他 5.843 0.6tfo 

維持補修費、積立、繰出金

出資金

件

197，195 

内職員分
(含特別職)

医大取付道路 114，000 

小学校増築 98，439 

地方病溝渠 30，000 

住宅建設 32，031 

町道、農道 70，748 

道川改修 70，000 

その他 16，657 

21，886 
5.926 

6，302 

5.670 

12，535 

需用費
旅費

ネ--備品費
賃金

他
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おもな予算額順調に進む医大取付道

-・.lILl.. o I .、こ_I"l '-') 

/ A' . 1‘¥，. J・...、
J/ '-------"、 1110 I・，、-'

衛生費

8千 859万円(9.0 2 ro ) 
教育費|総務費|民生費

1億 6967万円 (17.27%)11億 1573万円(1 1.78%) 11億 25 5 5万円(1 2.7 8ro) 

議会費

2千 512万(2.5 6% ) 

公債費

7千549万円(7.68%) 

農林水産業費

6千062万円(6.1 7 % ) 

土木費

2憶 7571万円(28.06%) 

自動車取得税交付

金

地方議与税

15.780 
1. 6~ 

国
保
、
一

地方交付税

255.000 

25.9% 

国庫支出金

21 6.338 

22.0% 

億
七
千
万
円
に

総
予
算
額
一
億
七
千
五
百
五
十
八

万
一
千
円
で
、
昨
年
よ
り
一
七
、
七

パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な
り
ま
す
。

国
保
会
計
の
大
部
分
を
し
め
る
医

療
費
の
伸
び
に
一
千
五
百
七
十
八
万

二
千
円
、
保
健
婦
の
一
人
増
員
と
、

事
務
費
の
増
に
三
百
六
十
四
万
三
千

円
、
医
療
費
の
変
動
に
対
処
す
る
た

め
予
備
費
を
七
百
十
万
円
増
と
し
て

い
る
の
が
、
増
加
の
主
な
要
件
で
す
。

支
出
の
増
に
伴
っ
て
国
庫
負
担
金
が

八
百
九
十
三
万
七
千
円
、
そ
の
他
繰

入
金
、
繰
越
金
等
で
三
百
五
十
万
円

位
、
残
り
は
保
険
税
を
増
加
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
⑥
本
年
の
保
険
税
は
一

戸
当
り
、
平
均
六
万
八
千
二
百
円
、

一
人
当
り
平
均
二
万
三
百
六
十
七

円
と
な
り
、
医
療
費
の
町
支
払
分
は

一
戸
当
り
、
平
均
十
三
万
一
千
百
四

十
九
円
一
人
当
り
、
平
均
三
万
九

千
百
六
十
五
円
と
な
り
ま
す
。
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六
月
白
か
ら
新
印
鑑
登
録
制
度
に

実
印
な
し
で

印
鑑
証
明
O
K• • • 

昨
年
一
年
間
で
町
で
は
約
五
千
百
通
の
印
鑑
証
明
を
交
付
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
三
月
ま
で
の
三
カ
月
間
で
既
に
千
二
百
通
を
こ
え
る
印
鑑

証
明
を
発
行
し
て
お
り
、
印
鑑
に
か
ん
す
る
事
務
は
絶
対
に
ま
ち
が
い

な
く
、
し
か
も
ス
ピ

l
デ
4
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
取
り
引
き
の
安
全
と
一
層
の
利
便
を
図
る
た
め
、
六

月
一
日
か
ら
新
し
い
印
鑑
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

報広

六
月

-
B

4
事

aι
且
聞
か
ら
ナ
ン
バ
ー

印
鑑
登
録
手
帳
に

き
り
か
え

町和昭

印
鑑
証
明
書
の
処
理
時
聞
を
短
縮

登録

番号D見
登録

年月日

山T 町購!
本

し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
は
か
る
た
め

六
月
一
'
日
か
ら
ナ
ン
バ
ー
制
の
印
鑑

登
録
手
帳
を
交
尺
証
明
の
ス
ピ
l

化
を
め
、
ざ
す
こ
と
陀
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
現
在
登
録
さ
れ
て
い

る
印
鑑
は
、
必
ず
登
録
更
新
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
登
録
更
新
期

間
は
、
六
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
で
す
。

な
お
各
区
民
出
張
受
付
を
も
ら
処
理

し
て
行
く
予
定
で
す
。

日
程
は
お
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。
印
鑑
登
録
を
す
る
と
き
は

免
許
証
な
ど
持
参

印
鑑
登
録
を
す
る
と
き
は
、
本
人

が
登
録
し
よ
う
と
す
る
印
鑑
の
ほ
か

氏
、
本
人
確
認
の
た
め
の
瞥
料
と
し

て
次
の
い
ず
れ
か
を
窓
口
氏
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

免
許
証
、
許
可
証
、
身
分
証
明
書

外
国
人
登
録
証
明
書
〈
官
公
署
発

行
で
宮
首
穴
の
は
つ
で
あ
る
も
の
〉

本
人
が
疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
理
由
で
、
代
理
人
民
依
頼
す
る
と

き
は
、
本
人
が
自
署
し
た
委
任
の
旨

を
証
す
る
代
理
人
選
任
届
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
十
五
才
マ
未
満
の
か
た
や
、

禁
治
産
者
は
登
録
申
請
が
で
き
ま
せ

ん。

登
録
申
請
の
確
認
は

文
書
に
よ
る
照
会
で

印
鑑
の
登
録
申
請
を
さ
れ
て
も
、

本
人
お
よ
び
本
人
の
意
思
が
確
認
で

き
な
け
れ
ば
、
印
鑑
登
録
手
帳
は
交

付
し
ま
せ
ん
。
登
録
申
請
を
代
理
人

民
依
頼
さ
れ
た
場
合
、
本
人
の
意
思

確
認
を
必
ず
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
本
人
の
意
思
を
確

認
す
る
た
め
、
本
人
あ
て
に
「
照
会

印鑑登録 11でぺ
お一時 護;意)

書
」
を
送
り
ま
す
の
で
、
暑
名
張
印

し
て
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
本
人
と
確
認
で
き
れ
ば
持
参

し
た
照
会
書
と
引
替
え
に
、
印
鑑
登

録
手
帳
を
お
わ
た
し
し
ま
す
。

な
お
、
照
会
書
を
郵
便
で
送
ら
れ

た
と
き
は
、
そ
の
申
請
が
無
効
陀
な

り
、
ま
た
、
二
週
間
を
過
ぎ
て
も
照

会
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
登
録
申

請
が
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

⑧
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を
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印
鑑
証
明
交
付
は

登
録
手
帳
持
参

報

印
鑑
登
録
を
さ
れ
た
方
に
は
「
印

鑑
登
録
手
帳
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

印
鑑
証
明
書
が
必
要
な
と
き
は
、
こ

の
「
印
鑑
登
録
手
帳
」
と
交
付
申
請

に
必
要
な
認
印
を
持
参
す
れ
ば
証
明

書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
印
鑑
登
録
手
帳
を
粉
失
し
た

と
き
は
、
た
だ
ち
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
登
録
印
(
実
印
)
を
紛
失

し
た
と
き
も
同
様
で
す
。

広

登
録
で
き
な
い
印
鑑

町

r，.let 
イゴ
ム
EP 
な
ど

和

つ
ぎ
に
該
当
す
る
印
鑑
は
登
録
で

き
ま
せ
ん
。

o
氏
名
文
は
氏
・
名
を
表
わ
し
て
い

な
い
も
の
や
、
氏
名
以
外
の
こ
と

が
表
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
。

0

ゴ
ム
印
そ
の
ほ
か
、
印
面
が
変
わ

り
ゃ
す
い
も
の

。
印
影
の
大
き
さ
が
一
辺
の
長
さ
お

ミ
リ
の
正
方
形
に
収
ま
ら
な
い
も

の
、
及
び
、
最
も
短
か
い
部
分
の

直
径
が
9
ミ
リ
に
み
た
な
い
も
の

。
印
影
が
鮮
明
で
な
い
も
の

0

そ
の
他
町
長
が
不
適
当
と
認
め
た

も
の
。
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七
月
三
十
一
日
ま
で

従
来
方
式
と

並
行
し
て
発
行

印
鑑
登
録
を
し
て
あ
る
か
た
は

六
月
一
日
以
降
K
、
登
録
更
新
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
印
鑑
登
録
証

明
書
(
印
鑑
証
明
)
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
、
本
人
が
免
許
証
な
ど
を
持

参
の
う
え
、
登
録
更
新
の
手
つ
づ
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
の
方
氏

依
頼
さ
れ
ま
す
と
、
誼
明
書
の
即
日

交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
御
注
意
下

さ
い
。な

お
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
期

間
は
従
来
方
式
に
よ
る
証
明
書
が
発

行
で
き
る
よ
う
取
扱
い
ま
す
。

不
明
の
点
は
住
民
課
戸
籍
係
ま
で

お
た
ず
ね
下
さ
い
。
(
電
話
一
一
一
一
一
)

日炎相政一7
J

，d
l
 委

。
河
西
幾
太
郎

秋

山

善

雄

細

田

文

雄

O
柳
沢
八
十
一

と
お
り
で
す
。

西
条
二
区
区
長

区
長

代
理

衛
生

土
木

区
長

区
長

代
理

衛
生

土
木

清
水
新
居

員

渡

辺

進

長
谷
川
明
夫

依
田
鉄
之
助

上
杉
知
英

高
野
幸
一

保
坂
正
己

高
野
貞
春

保
坂
敏
弥

金
丸
安
長

飯

島

健

相
談
員

堀
之
内
敏
男

昭
和
町
西
条
四
二
二
三

〈

V
開
設
日
毎
月
第
一
、
第
三
月
曜
日

時
間
午
後
一
時
J
午
後
三
時

場
所
昭
和
町
公
民
館

〈

V
相
談
日
以
外
の
相
談
は
、
自
宅
で

も
申
受
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
K
お
出
掛
け
下
さ
い
。

相
談
料
は
無
料
で
す
。

補

充

員

清小油井
水林川口
逸行
馬勉 弘 威

西
条
二
区

河
西

西
条
一
区

押
越

人

事

異

動

昭
和
町
役
場
は
、
四
月
一
日
づ
け

を
も
っ
て
、
次
の
よ
う
な
人
事
臭
動

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

配
置
換
え

ム
五
味
和
幸
(
税
務
謀
税
務
係
長
か

ら
総
務
課
財
政
係
長
)

ム
鷹
野
真
吾
(
総
務
課
財
政
係
長
か

ら
振
興
謀
産
業
係
長
)

ム
河
田
透
(
振
興
課
産
業
係
長
か

ら
税
務
課
税
務
係
長
)

ム
山
田
昇
(
振
興
課
建
設
係
長
か

ら
住
民
諜
保
健
係
長

ム
斉
藤
進
(
住
民
課
保
健
係
長
か

ら
振
興
課
建
設
係
長
)

ム
窪
田
和
雄
(
振
興
課
か
ら
住
民
課

戸
籍
主
任
心
得

ム
保
坂
武
彦
(
企
画
室
か
ら
税
務
課

ム
井
口
悟
(
税
務
課
か
ら
企
画
室

新
採
用

ム
小
邑
同
ち
ゑ
子

西
条
新
田

押
越

紙
漉
阿
原

代区区土衛生代区区土衛代区区
理長長木生 H 理長長木生理長長

坂
田
秀
則

雨
宮
昭
二

福
島
友
善

塩
田
光
昭

清
水
森
重

尾
倉
寅
吉

小
林
道
治

山

田

準

海
野
長
久

窪
田
博
次

小
宮
山
三
四
十

各
部
落
の
区
長
さ
ん
改
選
さ
れ
る

毎
年
四
月
の
年
度
切
り
替
え
の
折

各
部
落
の
区
長
さ
ん
外
役
員
の
改
選

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も

次
の
各
部
落
の
区
長
さ
ん
等
が
改
任

さ
れ
ま
し
た
。
最
近
役
場
の
行
政
面

に
お
い
て
も
複
雑
化
さ
れ
、
住
民
民

知
ら
せ
る
こ
と
、
配
布
さ
れ
る
文
書

な
ど
が
多
く
な
り
、
大
変
ご
苦
労
を

お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
と
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
新
し
い
区
の
役
員
さ
ん
は
次
の

選
挙
管
理
委
員

及
び
同
補
充
員
決
ま
る

昭
和
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
が
左
記
の
通
り
選
挙
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
昭
和
五
十
二
年
四
月
十
二
日
か
ら
四
年
間
で
す
。

。

委

員

長

O
職
務
代
理
者

築
地
新
居

清
水
新
居

上
河
東

河
東
申
島

飯
喰

河
西

(
住
民
謀
保
健
婦
)

土衛代区区土衛代区区土衛
木生理長長木生理長長木生

蒔
田
辰
治

伊
藤
二
郎

小
沢
春
男
〈
留
任
)

牧
野
政
雄

山
本
宣
誉

鷹

野

誠

今

村

徹

功
忍
灰
弘

松

田

誠

五
味
美
治
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間期

女
努
力
認
め
ら
れ
*

河
西
子
ど
も
ク
ラ
ブ

援
助
者
会

第
十
回
全
国
子
供
会
中
央
会
議
が
去
る
二
月
十
二
日
よ

り
十
四
日
ま
で
、
青
森
県
上
北
郡
野
辺
地
で
聞
か
れ
た
、

指
導
者
組
織
及
び
援
助
者
組
織
部
聞
で
、
全
国
十
一
カ
所

表
彰
さ
れ
た
中
へ
山
梨
県
代
表
と
し
て
、
昭
和
町
河
西
子

ど
も
ク
ラ
ブ
援
助
者
会
が
選
ば
れ
、
映
え
あ
る
表
彰
を
社

団
法
人
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
長
よ
り
受
け
ら
れ
ま
し
た

子
ど
も
の
自
主
性
を
い
か
し
援
助

河
西
子
ど
も
ク

ラ
ブ
は
、
昭
和
二

十
一
年
「
白
パ
ラ

子
ど
も
会
」
と
し

て
発
足
し
、
そ
の

後
昭
和
二
十
四
年

に
「
若
竹
子
ど
も

ク
ラ
ブ
」
と
改
名
三
十
年
の
歴
史
と

伝
統
が
あ
り
、
年
聞
を
通
し
て
よ
く

遊
び
、
よ
く
学
び
、
そ
の
中
か
ら
勤

労
の
尊
さ
や
、
奉
仕
の
精
神
を
養
い

二
十
一
名
の
援
助
者
会
と
子
ど
も
が

一
体
と
な
っ
て
年
間
行
事
計
画
を
た

て
、
子
ど
も
ら
の
自
主
性
を
尊
重
し

5月20日~

5月27日

物価調査に御協力を

全国物価統計調査

な
が
ら
、
団
体
生
活
の
秩
寺
や
友
情

の
よ
ろ
こ
び
、
団
結
の
力
。
つ
よ
さ
を

側
面
か
ら
応
援
し
、
部
落
ぐ
る
み
の

理
解
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
ら
の
活
動

は
順
調
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
毎
月
七
日
に
は
定
例
の
援

助
者
会
議
を
開
き
人
と
人
と
の
輪
を

大
き
く
育
て
、
明
日
へ
の
夢
は
大
き

い
占
う
で
す
。
伝
統
を
守
る
、
河
西

子
ど
も
ク
ラ
ブ
と
援
助
者
会
の
こ
れ

か
ら
の
発
展
を
期
待
致
し
ま
す
。

諏訪神社清掃作業

婦

人

講

座

開

講

社
会
が
多
様
化
す
る
に
つ
れ
て
、

就
労
す
る
婦
人
が
増
加
し
て
お
り
、

日
常
の
生
活
に
も
変
化
を
き
た
し
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
の
変
化
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
町
教
育
委
員
会
で
は

婦
人
民
学
習
の
場
を
提
供
し
、
豊
か

な
人
間
性
を
養
い
、
家
庭

e

つ
く
り
、

地
域
守つ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
か
ら

昭
和
五
十
二
年
三
月
ま
で
八
固
に
わ

た
っ
て
開
設
し
、
三
月
二
十
八
日
民

間
講
し
ま
し
た
。
学
習
内
容
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

美
し
く
な
る
た
め
に
、
性
教
育
と
男

女
交
際
、
望
ま
し
い
家
族
関
係
、
広

域
行
政
に
つ
い
て
、
知
っ
て
お
き
た

恒
例
の
史
跡
め
ぐ
り
行
わ
れ
る

昭
和
町
教
育
委
員
会
で
は
、
郷
土

史
学
習
の
一
環
と
し
て
、
去
る
三
月

十
三
日
、
第
三
回
史
跡
め
ぐ
り
を
行

な
い
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
場
所
と

し
て
、
一
宮
浅
間
神
社
、
河
日
浅
間

神
社
、
勝
山
御
室
浅
間
神
社
、
上
吉

田
浅
間
神
社
と
五
社
め
ぐ
り
を
行
な

い
、
講
師
民
は
郷
土
史
研
究
家
沢
登

初
義
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
歴
史
の

内
容
等
深
み
の
あ
る
説
明
に
参
加
者

全
員
熱
心
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
勝
山
御
室
浅
間
神
社
を
訪
問

の
際
、
勝
山
村
長
さ
ん
は
じ
め
村
の

方
々
の
思
い
が
け
な
い
歓
待
応
接
し

一
同
大
変
感
激
し
、
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
帰
路
氏

っ
き
、
す
ば
ら
し
い
史
跡
め
ぐ
り
で

あ
っ
た
と
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。

な
お
勝
山
村
か
ら
町
教
育
委
員
会

へ
フ
ジ
ザ
ク
ラ
の
盆
栽
が
贈
ら
れ
ま

し
て
、
申
央
公
民
館
の
事
務
室
一
K
飾

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
公
民
館
に
お
出

い
電
気
の
知
識
、
消
費
と
家
庭
生
活

こ
れ
か
ら
の
生
活
設
計
、
最
近
の
世

相
と
こ
れ
か
ら
の
婦
人
の
生
き
方
な

ど
で
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
二
年
度
は
七
月

か
ら
開
設
の
予
定
で
す
。

か
け
の
際
ど
う
ぞ
御
覧
下
さ
い
。

熱心に聞きいる受講生たち川口浅間神社にて



マ
マ
さ
ん
バ
レ

I
河
西
チ

I
ム
優
勝
グ

三
十
五
才
以
上

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

押

越

チ

l
ム
に
栄
冠

報

部
落
別
対
抗
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
及
び
三
十
五
才
以
上
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
、
去
る
四
月
十
七
日
押

原
小
中
校
庭
に
於
い
て
西
条
新
田
を

除
く
、
一

O
チ
l
ム
が
参
加
し
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
各
部
溶
よ
り
選
び

ぬ
か
れ
た
選
手
だ
け
に
熱
戦
が
転
関

さ
れ
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
で
は
、
河

西
対
西
条
二
区
の
間
で
決
勝
戦
が
行

な
わ
れ
二
対
0
で
河
西
チ

l
ム
、
二

位
は
西
条
二
区
、
三
位
は
押
越
チ
ー

ム
で
し
た
。
三
十
五
才
以
上
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
で
は
、
押
越
対
西
条
二
区
で

優
勝
が
争
わ
れ
、
九
対
二
で
押
越
チ

ー
ム
、
前
年
陀
続
き
優
勝
、

二
位
は

西
条
二
区
、
三
位
は
飯
喰
チ

l
ム
で

し
た
。

広町和昭
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ク
ラ
ブ
対
抗
野
球
大
会

ホ
タ
ル
チ

l
ム
優
勝

第
九
回
ク
ラ
ブ
対
抗
野
球
が
、
四

月
二
十
四
日
早
朝
よ
り
押
原
小
中
校

庭
で
十

一
チ
l
ム
が
参
加
し
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
攻
守
と
も
に
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
ホ
タ
ル
チ
l
ム
が
優
勝

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

ホ

タ

ル

チ

l
ム

準
優
勝
河
東
中
島
チ
ー
ム

三

位

昭

和

運

送

チ

l
ム

ペ
タ
ル
も
軽
〈

サ
イ
ク
リ
ン
グ
教
室

去
る
三
月
十
三
日
、
昭
和
町
教
育

委
員
会
及
び
体
育
指
導
員
主
催
K
よ

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
教
室
が
、
笛
吹
川

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
l
ド
の
一
部
乙
黒

橋
か
ら
城
南
中
の
間
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
一
二

O
名
、
好
天
に

め
ぐ
ま
れ
、
水
ぬ
る
む
、
ひ
ば
り
の

さ
え
ず
る
土
手
を
元
気
い
っ
ぱ
い
ペ

タ
ル
を
こ
い

T
い
ま
し
た
。

笛吹川サイクリングロードにて

消
火
器
訪
問
販
売
に

御
注
意
を
グ

安
全
作
業
の
心
得

でわ
れ近
る代
機イ七
械さ
使 れ
う ど
前 ん
こ な
ん作
な業
心 fζ

がも
け使

ω機
械
を
購
入
レ
た
と
き
に
つ
い
て

い
る
「
取
扱
説
明
書
」
「
安
全
の

し
お
り
を
」
必
ず
読
ん
で
お
く
こ

井、
ω運
転
操
作
が
確
実
に
な
る
ま
で
見

と
ど
け
る
こ
と
。

ω点
検
、
整
備
は
聾
夫
に
実
掘
す
る

と
く
に
「
安
全
カ
パ

l
」
は
た
い

せ
つ
に
す
る
こ
と
。

凶
飲
酒
運
転
は
厳
禁
、
交
通
法
規
を

よ
く
守
り
、
安
全
確
認
を
習
慣
，
つ

け
る
こ
と
。

五
月
は
固
定
資
産
税
第
一
期
納
期
で
す

五
月
三
十
一
日
ま
で

お
早
め
に
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お
知
ら
せ

昭
和
町
婦
人
会
の
叡
募
集

昭
和
町
婦
人
会
よ
り
町
の
皆
様
ヘ

報

こ
の
た
び
役
員
会
民
於
き
ま
し
て
、
会
員
相
互
の
親
陸
、
団
結
を
、
な
お

一
層
深
め
る
た
め
、
町
内
の
方
々
よ
り
婦
人
会
の
歌
を
御
応
募
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
達
婦
人
会
は
、
婦
人
の
教
養
と
資
質
の
向
上
を
目
的
民
、
子
女
教
養
の

援
護
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
も
と
に
老
人
ホ
ー
ム
福
祉
抱
設
慰
問
、
そ
の

他
社
ム
戸
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
一
日
と
進
歩
し
、
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
世
の
中
に
う
る
お
い
の
あ
る
心

の
寄
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
婦
人
会
の
歌
を
切
に
希
望
致
し
ま
す
。

婦

人

会

代

表

会

長

河

田

好

広町和

子

昭

v 
応

募

要

頂

• 

ハ
円
内
容
は
郷
土
の
特
色
を
背
景
民
、

町
婦
人
会
の
使
命
や
希
望
、
団
結

等
を
歌
い
あ
げ
る
も
の

。
な
る
べ
く
七
五
調
、
あ
る
い
は
五

七
調
で
、
四
行
か
六
行
く
ら
い
の

長
さ
の
も
の

日
三
番
ま
で
と
す
る
こ
と
。

入
選
な
ら
び
に
佳
作
作
品
に
は
左

記
の
通
り
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

入

選

一

名

一

万

円

佳
作

(
一
名
に
つ
き
)

二
千
円

〈
応
菓
資
格
〉
町
内
在
住
者

〈
締
切
〉
六
月
末
日

〈
提
出
先
〉

昭
和
町
教
事
委
員
会
内

婦

人

会

事

務

局

二
名

乳
児
健
康
相
談
日
変
更

昭
和
五
十
二
年
度

実
抱
月

五
日
ヘ
七
月
、
十
一
尺

月
三
回
実
抱
致
し
ま
す
。

五
月
の
予
定
は

二
十
五
日

ω

九
J
十
二
才
児

二
十
六
日

一
J
四
ヶ
月
児

二
十
七
日

五
J
八
ヶ
月
児

o
細
か
い
実
胞
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
愛
育
会
の
班
員
か
個
人
通
知
を

も
っ
て
家
庭
訪
門
し
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
。

月

青

年

学

級

生

募

集

昭
和
町
青
年
学
級
は
、
昭
和
五
十

二
年
三
月
か
ら
来
年
二
月
ま
で
、
毎

週
月
曜
日
の
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

町
中
央
公
民
館
に
於
い
て
開
か
れ
て

い
ま
す
。
現
在
学
級
生
を
菓
集
中
で

す

。

年

令

一十
八
才
か
ら
二
十
六

才
ま
で
の
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
御
参

加
下
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

希
望
者
は
昭
和
町
中
央
公
民
館
内

教
育
委
員
会
事
務
局
全
七
三
七
)

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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